
























 1 ヘンペルは社会科学にレリバントな 3つの説明形式を論じた。機能主義的ないしシステム的説明，生
成的（歴史的）説明，個人行為の合理的説明。もちろんこのアプローチがなくても互いに結びつけ

























由から（Popper 1961 : v）か，あるいはすべての候補は絶えず経験的に虚偽であることが証








































 3 それには，とりわけ Stinchcombe, Coleman, Lindenberg, Hedstromそしてやや間接的だが Boudonを枚
挙したい。Schmid（2006）では，わたしは Stinchcombeを取り上げなかったが，そのかわりに少な





















 4 RREEMM意思決定論（Lindenberg 1985），価値・期待理論（効用・確率理論）（Esser 1993），合理的
選択理論（Becker 1976），拘束的な合理的行為の様々の理論（Simon 1983），認知不協和の理論（Kuran 




Schmid（1998 : 71ff）参照。価値・期待理論（効用・確率理論）（Esser 1991, 1993），新古典派経
済学の効用理論ないし合理的選択理論（Becker 1976），制約された情報の合理的行為の様々の理論
（Hempel 1968, Sen 2002, Simon1983），RREEMM論（Lindenberg 1985），認知不協和の理論（Kuran 
1998），学習理論（Homans 1974），プロスペクト理論（Kahneman/ Tversky 1979），フレーム選択の
理論（Esser 2003），情動最適化理論（Collins 2004），十分な理由理論（Boudon 2003），願望と信念と
機会によって導かれた行為論（Hedström 2005），動機づけられた行為の理論（Balog 1989, 2006），適
応的行為の理論（Gigerenzer 2000），心理分析（Alexander 1968 ; Schulein 1999），社会生物学に下敷





























他方で，彼らの相互依存し規制された行為の集合的帰結ないし構造効果（Blau 1977 : 















































































1986 : 15ff.），影響力と暴力の使用がどれほど見返りを生じるか（Boehm 1987 ; Gambetta 
1993），契約が締結されねばならないかどうか（Schweizer 1999），信用ないしは何らかの社






































るかを計算上のやり方で挙示することができる（Lindenberg 1977 ; Esser 2000 ; Hedström 2005）。し
かし現実には，メカニズム的に編成された行為の集合結果は形式・分析的変換規則の帰結としてで
はなく，多くの場合，一定のメカニズムとその調整結果を基底に持つ法規制ないし規範の（まず発




























はそれ故必然的に行為理論的（法則定立的）コアに言及する（Esser 1993 : 95 ; 2004 : 34, 
37）。別な定式では，社会現象はその生成，働き，再編成が個人行為者の個々の適応的行為






購入した生産関数に遡らせることができた。この運び方に関して，Mayntz（2004 : 246ff）, Mayntz/ 
Scharpf（1995 : 50）。どんな条件下でこれが当てはまるかは，その開始を意思決定パラドックスの
発見に持つ集合決定ないし公共決定の理論（Arrow 19782 ; Sen 1974） が明らかにしなければならな
い。
































































































輸送されうる可能性を念頭に置いている（Esser 2004 : 28ff. ; Hedström 2005 : 114ff.）。これ
13 わたしは Hans Albert（2000）の方法論的見直し主義の基本的考えに従っている。
14 そのような進め方はエレガントさ欠如が非難されるだけでなく，技術的にもほとんど実現が難しい。
モデル化の技法の限界がどこにあるかは，シミュレーション技法（Hedström 2005）ないし同じよう
に位置づけられる Sozionikの試み（Kron 2005 ; Fisher/ Frorian/ Malsch 2005）が示すことができる。











総合されうると信じている（Schmid 2004 : 24ff ; 2006）。我々が様々なパラダイムのそのよ
うな統合を達成することに骨折るべきかどうかは，我々が効果的な比較方法に依拠できるか
どうかと，行為理論にメカニズム的構造的つながりを見いだそうとする試み（Lindenberg 
1992 : 19 ; Stinchicombe 1993 : 35）において，構造的連関の水準で付加的な洞察を行為に関
する我々の公準の拡張がどれほどまで生じるかにかかっている。そのような付加が可能であ
り，望ましいのであれば，行為理論のハードコアの保護を過大視しその考えられる拡張を放



























1958），セマンテック・レトリカルな分析（McCloskey 1998 ; Brown 1987），類型形成（Kluge 
1999），描写（Luhmann 1992 : 147ff.），枚挙（Danto 1965 : 233ff.），個性的（だが文化的な）
出来事の再構成（Weber 1968），社会的なものの不可欠な条件を通じてのコンスティチュー
























































21 私のみるところでは（Schmid 2004 : 93ff.），Ritsert （1975），Richter （2001）が明言しているように，
社会学，行動科学にはクーン流のパラダイムは何ら存在しない。
22 この方向で Thomas Fararo（1989a ; 1989b ; 2001）は考えているように思える。
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　訳出したのは Piere Demeulenaere 編 Anaytical Sociology and Social Mechanism. 2011年 Cam-
bridge University Press 刊行 pp. 136-153所収 Michael Schmid著 The logic of mechanismic explana-
tion in the social sciences である。この論文はドイツ語で既発表のものを序論を簡略化，総括
をカット，注を大幅に削減して再録したものである。訳文の末尾にドイツ語版序論と総括を
掲載した。また省略されたドイツ語版の注の必要と思われるものは復元した。ドイツ語発表
の 最 初 の も の は，Macro Schmitt/Michael Florian/Frank Hillebrandt （Hrsg.） 2006 Reflexive 
soziale Mechanism.　Von soziologischen Erklärungen zu soziologischen Modellen.　Wiesbaden : VS 
Verlag.s. 31-64.　二番目のものは，Andreas Balog/ Johanann August Schulein （Hrsg.） 2008 
Soziologie, eine multiparadigmatische Wissenschaft.　Erkenntnisnotwendigkeit order Übergangssta-
dium ?　Wiesbaden : VS Verlag. ss227-262.　題は，前者は英文題の独版，Zur Logik mecha-
nismischer Erklärungen in den Sozialwissenschaften.　後者は題が代わって，Die Logik mech-
nismischer Erklärungen und die Einheit der Sozialwissenschaft.である。
　またこの論文と内容がよく似ている論文に，Hans-Jurgen Aretz/Christan Lahusen （Hrsg.） 
2005 Die Ordnung der Gesellschaft.　Festschrift zum 60.　Geburstag von Richard Münch. 
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がある（2009, 2010）。彼は 2010年にMaurerと共著で，大著（Maurer/Schmid 2010）を著し
ている。Ullman-Malgalitと Elsterの Coordination, Cooperation, Conflictの相互適応の問題
（problem of mutual adjustment）を継承発展させている。今後大いに話題となることであろう。
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